













第節において､ 田中 [] に基づき､ 本稿が対象とする岐阜婦人アパレル
産業集積の現在の集積内ネットワークの実態について概観する｡ 次に第節で
















しておこう｡ 図は田中 [] における調査対象企業の一つである婦人アパ
レル製造卸企業社の分業ネットワークの概念図である｡ 社の場合､ まず
購入品として､ 生地が社､ ボタン・ファスナー等社､ および裏地・芯地







的､ かつ固定的なものであるとのことであった｡ 特に縫製に関しては､ ほとん
どの製造卸企業が規模の小さな縫製業者と専属の関係を構築している｡










この全体ネットワークの特徴としては､ 以下の点が指摘できる｡ 第に､ 集
積外部の生地業者との取引が占める比率が高いという点である｡ 生地業者
社のうち､ 京都・大阪を中心とした岐阜県外の業者が社と半数を占めてい
る｡ 特に､ テ社､ テ社､ テ社､ テ社､ テ社などは､ 複数の製造
卸企業と取引関係がある｡ 第に､ 付属品業者は集積内部に立地しており､ 付
社 (取引関係のある製造卸企業は社)､ 付社 (同社)､ 付社 (同社)
等に取引関係が集中している｡
以上のように､ 同集積内ネットワークは､ 全体としては広範かつ重複する取
引関係のネットワーク (全体ネットワーク) を形成しながらも､ それは各製造
卸企業を中心とした比較的強い関係を持つより有機的な複数の個別ネットワー








注：( ) 内の数字は取引企業数を指す｡ また､ [ ] 内は当該業者の本拠地を示す｡ それ




のものが挙げられる｡ まず郷土史関連として､ 岐阜県の 『岐阜県史』 では､
｢通史編：現代｣､ ｢通史編：続現代｣ (岐阜県 [､ ]) の中で繊維産業､
およびアパレル産業の歴史が概説されている｡ また ｢資料編：現代二｣ (岐阜
県 []) にもアパレル産業集積に関する調査資料の抄録が収録されている｡
同様に岐阜市による 『岐阜市史』 の ｢通史編：現代｣ (岐阜市 []) におい
ても繊維産業､ 縫製加工業､ および問屋街の歴史について概説されており､
｢資料編：現代｣ (岐阜市 []) には関連資料が収録されている｡ さらに
岐阜県の経済史を扱った高木 [	
] は､ 戦後の繊維工業史の中で､ ｢繊維加
工業の発達｣ として､ 問屋町の集積形成について述べている｡ 業界史関連とし
ては以下のものがある｡ まず岐阜繊維問屋町連合会結成周年記念として出











岐阜市の 『岐阜縫製加工実態調査報告書』 (岐阜市 [])､ 『岐阜アパレル
産業・縫製加工業実態調査報告書』 (岐阜市 [])､ 岐阜県シンクタンクの
『岐阜・衣服 (アパレル) 産業の生産・流通構造とその展開方向』 (岐阜県シン
岐阜婦人アパレル産業集積内ネットワークに関する歴史的考察
――
クタンク [])､ 岐阜アパレル協会の 『岐阜アパレルの進路』 (岐阜アパレ
ル協会 []) 等がある｡
最後に学術研究では､ 特に同集積の歴史を扱った研究として荻久保・根岸
(編) [] がある｡ 同書は､ 当事者による地場産業形成についての証言集を




下の研究がある｡ 有田 []は､ 主に年に行ったアンケート調査結果の
データに基づき､ 岐阜アパレル産業の産地構造について分析している｡ 同様に､
独自のアンケート調査から岐阜アパレル産業の現状や問題点について分析して
いる研究としては､ 野原・中垣・浜川・猿田・山下・塚本 [] (年の
アンケート調査)､ 佐藤 [] (年のアンケート調査)､ および村上・今
井 [	] (
年のアンケート調査) 等がある｡ その他､ 根岸 [	] や間
仁田 [] は岐阜アパレル産業の国際展開について分析している｡ また小池
[] は､ 特に製造卸企業を中心とした生産・販売ネットワークの観点から
同集積の発展過程を分析している｡
















を中心にいわゆる ｢ハルピン街｣ が形成された｡ すなわち､ ハルピン岐阜県人











年代半ばから年代半ばのデータから確認しておこう｡ 高木 [] に
よると､ 年時点における岐阜駅前の繊維問屋街の状況は下記の通りであっ
た｡ 同街には約軒の商店が立地し､ 販売額は年間億円であった｡ 特に






















































































有田 [] は､ 年から年までを､ 問屋による自家工場建設ブーム
の時期としている｡ この時期には､ 自社系列下の量販店へアパレル製品を大量
供給するために大手商社 (丸紅､ 伊藤忠､ 伊藤万､ 蝶理､ 日綿実業) が岐阜
に進出した｡ このことは人手不足による縫製業者の工賃値上げ要求へとつながっ
た｡ こうした縫製加工賃問題に対して､ 問屋側は､ 自家工場の建設､ 問屋と商
社の共同出資による大型縫製工場の建設､ 下請の専属化等に乗り出した｡ その
後､ 年から年にかけて､ 問屋町で倒産が続出したが､ 他方で､ 量販店
の展開にうまく結びついた少数の企業が量販店の店舗展開とともに大手企業へ
と成長し､ 企業間格差が明確化していった｡
以上のように､ 年代を通じて､ 同集積においては､ 自家縫製工場建設､
および量販店との結びつき等によって一部の大手アパレル企業が成長した｡
② 縫製部門の海外展開
佐藤 [] は､ 年以降､ 岐阜アパレル産業において工場の地方分散
や海外への生産委託が始まったと指摘している｡ ここでは､ 岐阜アパレル業界




た｡ これらの企業のうち､ 海外調達の開始時期が判明する	社の中で､ 社
は年までに海外調達を開始していた｡ その際の調達形態はほとんどすべ
てが商社を介した委託加工ないし製品仕入であった｡ また､ 海外調達の主な要






































の東海繊維新聞社 [] に基づき､ この仮説を検証していこう｡
東海繊維新聞社 [] には､ ｢岐阜産地の人々｣ として､ 岐阜繊維問屋町
連合会に関連する企業家名のプロフィールと略歴､ 会社概要が記載されて
いる｡ この名には､ 問屋町の製造卸企業を中心に､ その他縫製加工業､ 付
属品・縫製資材卸業､ 紡績・織物業､ 不動産業等の企業家が含まれている｡ こ
のうち､ 問屋町､ およびその近隣に所在の製造卸企業の創業者名について､




































従 前 の 職 業
合 計
繊維・アパレル関係 その他の職業 不 明
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       
合名 －  － － － － － － 
合資   －  
 － － － 
有限    －     
株式        － 

企業組合        － 
協業組合 － － － －  －  － 

合計   
      
順位    










繊維関係からの独立  －    
 
 
親兄弟からの引継  －   
  
 
農業  －     
商業  －     
工業  －    
サラリーマン        
その他 
 －      













こうした縫製企業の起源に関して､ 東海繊維新聞社 [] は､ 当初の岐阜
アパレル産業集積の縫製を担ったのは､ ｢戦前から岐阜に在住していたテーラー｣
であったと指摘している｡
彼らは､ 名古屋､ 大阪､ 京都などの洋服店に徒弟奉公をして技術を身に付け





徴的なことは､ その過程で､ 縫製部門が家庭の主婦の内職等､ 社会的に拡大し




ば､ 袖だけとか､ 襟だけといった外注さんが作った部品を持ってきて､ 工
場で組み立てて製品として納めるということが一番効率的で良いわけです｡
そうした工場さんの中には､ 人で一枚全部形に縫っちゃうという ｢一



































 本項の内容は､ 田中 [] による｡
 この項の記述は主に岐阜県 []､ 		
､ を引用｡
 岐阜県 []､ 		
の抄録から引用｡
 調査対象企業の詳細に関しては､ 以下の通りである｡ 調査票回収枚 (回収率

％)｡ そのうち問屋町連合会加盟商社､ 非加盟､ 無記入｡ 同業界加盟については､
紳士服､ スポーツウェア､ 婦人子供服､ 学生服・作業服､ メリヤス・布帛
､ 織物､ 非加盟､ 無記入｡ 業態のついては､ 製造卸売､ 卸売､ 無記入
｡ 以上については､ 岐阜既製服産業連合会 []､ 	
より引用｡
 本項の記述は主に有田 [] を参照としている｡
 原調査については､ 岐阜アパレル []､ 		
を参照｡
 問屋町､ およびその近隣所在で､ 業種が ｢製造卸｣､ および ｢製造販売｣ と明記されて
いる企業の他､ ｢婦人服｣､ ｢紳士服｣､ ｢子供服｣ ｢スポーツウェア｣ と表記されている企業
についてもプロフィール等の記述から製造卸と判断できる企業を製造卸企業と見なした｡
また､ 本社は別にあり､ 問屋町に営業所を設けている企業の場合は､ 営業所を設置した年
を創業年とした｡ なお､ 製造卸ではなく､ 卸業の場合､ また製造卸か卸業か不明な場合は､
集計から除外した｡
 東海繊維新聞社 []､ 	
より引用｡
 荻久保・根岸 (編) []､ 	
より引用｡
 東海繊維新聞社 []､ 	
より引用｡
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